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仙
酔
島
か
ら
鞆
の
浦
を
望
む

　

広
島
県
の
福
山
市
の
鞆

の
浦
か
ら
、
目
の
前
の
仙

酔
島
に
渡
り
ま
し
た
。
島

に
は
民
家
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
宿
舎
と
ホ
テ
ル
が
一

つ
だ
け
。
国
民
宿
舎
に
泊

ま
り
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ

も
ラ
ジ
オ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

都
会
の
喧
噪
を
忘
れ
て
緩

や
か
に
流
れ
る
時
を
過
ご

し
て
貰
い
た
い
か
ら
だ
そ

う
で
す
。

　

水
が
き
れ
い
で
、
夏
は

海
水
浴
に
最
適
で
す
。

　

仙
酔
島
の
海
岸
か
ら
鞆

の
浦
を
眺
め
ま
し
た
。
小

島
が
本
州
に
迫
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
彼
方
に
日
が
沈

み
ま
し
た
。
湘
南
海
岸
で

眺
め
る
海
と
は
全
く
違
い

ま
す
。

　

私
は
五
歳
ま
で
広
島
県

呉
市
で
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
歩
く
と
瀬

戸
内
海
。
す
ぐ
向
か
い
に

江
田
島
。
水
平
線
を
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
仙
酔
島
の
海
岸
に
佇

む
と
、
そ
の
頃
の
事
が
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。

天空島のおはなし
　

今
回
ハ
天
空
島
ノ
話
。

信
ジ
テ
ハ
、イ
ケ
マ
セ
ン
。

デ
モ
、
皆
サ
ン
ハ
、
ド
ウ

思
ウ
カ
ナ
？

自
□
党
は

　

金
融
超
緩
和
で
フ
ァ
ン

ド
は
大
儲
け
。
円
安
で
輸

出
産
業
も
大
儲
け
。
で
も

部
品
は
海
外
に
発
注
。
庶

民
は
関
係
な
い
。
あ
る
仕

事
は
低
賃
金
、
超
長
時
間

労
働
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
。

年
金
、
福
祉
も
見
直
し
て

下
げ
る
。
庶
民
の
懐
が
淋

し
く
て
デ
フ
レ
。
で
も
、

円
安
で
小
麦
等
、
輸
入
品

値
上
が
り
で
イ
ン
フ
レ
達

成
は
チ
ョ
ロ
ー
イ
。

　

今
回
ゼ
ネ
コ
ン
に
四
億

七
千
万
献
金
依
頼
。
憲
法

変
え
て
戦
争
す
る
国
に
す

れ
ば
、
軍
需
産
業
か
ら
の

献
金
が
、
ウ
フ
フ
フ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
？
シ
ー
ッ
。
貧

乏
人
は
安
い
輸
入
食
品
を

食
え
。遺
伝
子
組
み
換
え
、

農
薬
ま
み
れ
？
金
持
ち
は

大
丈
夫
さ
。

民
○
党
は

　

前
回
は
「
消
費
税
は
上

げ
な
い
、
普
天
間
は
最
低

で
も
県
外
」
と
公
約
し
て

全
部
破
っ
た
。

 

も
う
一
度
、
チ
ャ
ン
ス

を
下
さ
い
。
更
な
る
大
ボ

ラ
で
皆
さ
ん
に
夢
を
さ
し

上
げ
ま
す
。

原
発
再
稼
働
の
電
力
会
社

　

福
島
見
れ
ば
分
か
る
で

シ
ョ
？
事
故
れ
ば
「
想
定

外
」
で
済
ま
せ
ま
す
。
地

下
水
汚
染
？
メ
ル
ダ
ウ
ン

し
た
燃
料
が
格
納
容
器
を

溶
か
し
、
建
物
の
基
礎
に

も
穴
を
、
な
ん
て
考
え
な

い
「
漏
れ
た
地
下
水
が
流

れ
た
ん
だ
」。

　

避
難
民
が
帰
還
出
来
な

く
て
も
「
終
息
宣
言
」。

あ
れ
だ
け
の
被
害
に
、
ろ

く
に
補
償
は
し
な
く
て
済

む
。
再
稼
働
申
請
に
何
か

不
安
が
あ
る
？
江
戸
時
代

と
違
う
。
社
長
と
し
て
切

腹
し
な
く
て
済
む
し
・
・
。


